
ギ リ シ ア 世 界

概 要

重 要 な 交 通 路 ： 地 中 海
→ 沿 岸 部 の 都 市 を 中 心 に

文 明 が 発 達

環 境 山 が ち
夏 ： 暑 く 乾 燥 忞 少 量 の 雨 ・ 地 中 海 性 気 候

> 大 河 、 肥 沃 な 大 平 野 ✗
陸 上 交 通 、 河 川 に よ る 水 運 X

森 林 わ ず か 、 土 壌 は や せ た 石 灰 岩 質
大 部 分 は 果 樹 栽 培 し オ リ ー ヴ 、 ブ ド ウ ） や 牧 畜

→ 海 上 交 易 に よ る 穀 物 の 入 手 は マ ス ト ！

r 中 心 は 、
ギ リ シ ア 人  と 古 代 イ タ リ ア 人

エ ー ゲ 文 明 - 青 銅 器
文 明

前 2 0 0 0 年 頃

ク レ タ 文 明
@ 7 内 島

前 s o o o 年 頃

ミ ケ ー ネ 文 明
1 0 ギ リ シ ア 本 土

青 銅 器
発 掘 シ ュ リ ー マ ン @ ド イ ツ

宮 殿 建 築
ク ノ ッ ソ ス

I ヴ に ズ @ イ ギ リ ス

戦 闘 的

城 塞 琯 -

ミ ケ ー ネ

テ ィ リ ン ス 、

ピ ュ ロ ス

解 放 的 、 平 和

城 壁 が 、
強 い 力 の 五 -

前 6 世 紀

ル タ 島 に も 侵 入 .
小 ア ジ ア ト ロ イ ア ま で 、

政 治
貢 納 王 政

前 1 0 0 年 頃
突 然 ！ 滅 亡

の 貢 納 に よ る 支 配 体 制 の い き づ ま り

・ 気 候 変 動
・ 外 部 勢 力 の 侵 入 （ 海 の 民 ）

線 文 字 1 3 文 書 の 解 読 で 判 明
b y ヴ ェ ン ド に ⑨ イ ギ リ ス

） 原 因 ？
は っ き り は 分 か ら ん

暗 黒 時 代 へ 4 0 0 年 く ら い 続 く
混 乱

鉄 豅 代 へ 小 ア ジ ア 西 部 エ ー ゲ 海 の 島 々 へ 移 住 。

イ オ ニ ア 人  ア イ オ リ ス 人  ド ー リ ア 人 に 分 か れ る 。 方 言 で

前 8 世 紀 有 力 貴 族 の 指 導 の 下 、
ア ク ロ ポ リ ス （ 城 山 ） と ア ゴ ラ （ 広 場 ） を 中 心 に

集 住 に 1 件 ス モ ス ） し て 生 活 し て た 。

ポ リ ス .
防 衛 の 中 心 . 定 住 を 促 す

⇒ 暗 黒 時 代 終 ろ

人 口 増 加 で 土 地 不 足

植 民 市 を 建 設 → 交 易 が 活 発 化

前 8 c 半 ば
仕 え る

> 植 民 活 動 を 開 始  デ ル フ ォ イ の ア ポ ロ ン 神 の 神 託 に 具 え 氐 族 と し て の
オ リ ン ピ ア の 祭 典 （ 4 年 に 1 部  意 識 は 持 っ て い た  . . . 人 格 認 め ら れ ず . 売 買 の 対 象

ホ メ ロ ス の 叙 事 詩  。 借 財 で 市 民 身 分 か ら 転 落 し た ん → は こ の 改 革 で 禁 止 に .
フ ェ ニ キ ア 文 字 を 基 に し た ア ル フ ァ ベ ッ ト が 商 業 活 動 に 使 わ れ る

文 学 の 成 立 を 促 す .

交 易 が 容 易 な 沿 岸 部 を 中 心 に 成 立 .
そ れ ぞ れ が 独 立 国 家 . 常 に 小 国 分 立 状 態

b u t
共 通 言 語 、 神 話

バ ル バ ロ イ

（ 市 民 と 奴 隷 >

自 由 人 市 民  貴 方 侯 . . . 血 統 を 誇 る 富 裕 者 驂 馬 の 戦 士 。 国 防 の 主 力

平 民 ・ 土 地 や 奴 隷 を 所 有 す る 独 立 し た 存 在 . 市 民 同 士 は 対 等
奴 隷

- 戦 争 捕 虜 .
.  異 民 族〈 ポ リ ス の 様 子 〉

ア ク ロ ポ リ ス . . . 砦 . 神 殿 「 人 間 は ポ リ ス 的 動 物 で あ る 」
ア ゴ ラ . . . 市 場 、 集 会 b y ア リ ス ト テ レ ス

持 ち 分 地 し 7 に ロ ス ）

〈 ア テ ネ > 嫖 隶 制 度 が 最 も 発 達 総 人 口 の 3 分 の I
（ イ オ ニ ア 系 ） 佐 賀 ぐ ら い

（ ス パ ル タ 7  1 万 人 な ら ず の ド ー リ ア 系 市 民 が は る か に 多 数 う 。
（ ド ー リ ア 系 ） ヘ イ ロ ー タ イ ・ ・ ・ 農 業 に 従 事

べ り オ イ オ イ . . . 商 工 業 に 従 事

多 数 派 . → 反 乱 を 起 こ さ せ た く な い

・ 貴 金 属 貨 幣 の 使 用 禁 止 ） 市 民 の 平 等 を 徹 底
・ 持 ち 分 地 を 公 平 に 分 配  結 束 を 高 め る .

- 1 1 2 7 ル プ ス の 制 、 鎖 国 政 策 、 男 性 に 訓 練
→ 外 国 か ら の 影 響 を 防 ぐ

. せ
ス パ ル タ 市 民 国

軍 国 主 義 的 規 律 で 生 活
ギ リ シ ア 最 強 の 陸 軍 国 へ .

富 裕 に な る 農 民 の 出 現 .

金 属 の 輸 入 で 武 器 が 安 価 に

→ 平 民 が 武 具 を 買 っ て 参 戦 で き る よ う に .

⇒ 騎 馬 を 使 う 貴 族 か ら 、 密 集 隊 形 を 組 む 重 装 歩 兵 団 が 動 に 、
平 民 も 多 数 参 加 . 国 防 で 大 き な 役 割 を 果 た す よ う に 、

→ 参 政 権 を 主 3 長

⇒ 貴 族 政 か ら 民 主 政 へ 、  重 装 歩 兵 民 主 政 治前 7 c

@ ア テ ネ
ド ラ コ ン  . . . 法 律 を 成 文 化 → 法 に よ る 秩 序 の 維 持 、

ソ ロ ン ・ ・ ・ 貴 族 と 平 民 の 調 停 者
4

月 9 b e
@ ア テ ネ

' 財 産 政 治 → 血 統 で は な く 財 産 の 大 小 で
参 政 権 を 定 め る 。

・  負 債 の 調 消 し

- 債 務 奴 隷 の 禁 止 → 借 財 を 負 っ た 市 民 を 奴 隷 と し て
売 れ な い よ う に .前 6 C 半 ば

僭 主 政 治 へ  い 、 独 裁 者 （ 僭 主 ） が 平 民 の 支 持 で 非 合 法 に 政 権 を
@ ア テ ネ  ペ イ シ ス ト ラ ト ス  㐮 う

・ ・ ・  中 小 農 民 を 保 護  → の ち に 民 主 政 の 支 持 基 盤 に .

前 5 0 8 年 僭 主 政 治 の 崩 壊

⑧ ア テ ネ  ク レ イ ス テ ネ ス
・ 地 縁 共 同 体 で あ る 区 （ デ ー モ ス ） を 基 礎 と し た 1 0 部 族 制 へ .

血 縁 に 基 づ く 4 部 族 制 か ら  → ア テ ネ 民 主 政 の 基 礎 .

・ 陶 片 追 放 し オ ス ト ラ モ ス モ ス ）
. . . 僭 主 に な る お そ れ の あ る 人 物 の 名 を 陶 器 の 破 片 に 書 い て 投 票 、

全 部 で 6 0 0 0 票 以 上 集 ま っ た ら 最 多 得 票 者 を 1 0 年 間 国 外 追 放

ア ケ メ ネ ス 朝 の 支 配 に 反 乱 @ イ オ ニ ア 地 方 の ミ レ ト ス を 中 心 に → ダ イ オ ン ス 1 世 が
ア テ ネ が 支 援  攻 め て く る ！

⇒ ペ ル シ ア 戦 争 へ .

前 4 8 年 サ ラ ミ ス の 海 戦 ペ ル シ ア 軍 再 び 大 敗  b y テ ミ ス ト ク レ ス 率 い る ギ リ シ ア 連 合 軍

前 4 7 9 年 プ ラ タ イ ア の 戦 い ギ リ シ ア 側 の 勝 利 確 定 b y ア テ ネ ・ ス パ ル タ 連 合 軍

デ ロ ス 同 盟
. . 、 ペ ル シ ア の 再 侵 攻 に 備 え る

エ ー ゲ 海 周 辺 の 多 く の ポ リ ス が 参 加

盟 主 ： ア テ ネ
「 ・ ・ ・ ・ 他 の 同 盟 国 へ の 支 配 力 を 強 め る .

. 軍 艦 の 漕 ぎ 手 と し て 戦 争 に 参 加
無 産 市 民 の 発 言 が 高 ま る .

前 5 世 約 半 ば
ペ リ ク レ ス

ア テ ネ 民 主 政 実 成 ！

民 会 ・ ・ ・ 成 年 男 性 市 民 の 全 体 集 会

多 数 決 で 政 策 決 定

将 軍 ： 軍 事 最 高 職
役 人 ： 任 期 1 年  一 般 市 民 か ら 抽 選 弾 劾 裁 判 で 責 任 を 追 求 さ れ る 。

裁 判 . . . 陪 審 員 裁 判
民 衆 裁 判 所 で 投 票 し て 判 決 .

参 政 権 ・ ・ ・ 両 親 と も に ア テ ネ 人 の 1 8 歳 以 上 の 男 性 .  → 女 性 、 在 留 外 人 、 奴 隷 は x

直 接 民 主 制 . . . 市 民 全 員 が 参 加 .  貧 富 に 関 わ ら ず .

s s デ ロ ス 同 盟 諸 ポ リ ス に 広 ま る .

>  民 主 主 義 の 考 え 方 を 世 界 で 初 め て 生 み 出 し た 。  デ モ ク ラ キ の ア 「 民 衆 の 支 配 」

ス 1 0 1 V 7 ペ ロ ポ ネ ソ ス 同 盟

急 速 に 勢 力 を 広 げ た ア テ ネ に 脅 威

前 4 3 1 年 ペ ロ ポ ネ ソ ス 戦 争

ア テ ネ u s ス パ ル タ
貴 族 政 ポ リ ス民 主 政 ポ リ ス

ペ リ ク レ ス が 疫 病 で 死 去
政 治 が 混 乱

後 継 者 出 ず

ペ ル シ ア と 結 ん だ ス パ ル タ が 勝 利

t
テ ー ベ が 一 時 主 導 権敗 戦 後 も 民 主 政 を 維 持

勢 力 を 回 復
ペ ル シ ア が ギ リ シ ア 人 同 士 で

戦 う よ う に し む け る

と
戦 い が お さ ま ら ず 、

土 地 を 失 っ て 市 民 か ら 転 落 す る 者 が 増 え る 。

市 民 軍 に 代 わ っ て 金 で 雇 わ れ て 9 動 く 傭 兵 が 流 行

市 民 団 の 団 結 が 失 わ れ る .

前 4 世 紀 後 半 マ ケ ド ニ ア  フ ィ リ ッ ポ ス 2 世

ポ リ ス を つ く ら な か っ た ギ リ シ ア 人 の

軍 事 を 強 め る .

派 が

前 3 3 8 年 カ イ ロ ネ イ ア の 戦 い

マ ケ ド ニ ア  v s  ア テ ネ ・ テ ー ベ 連 合 軍
w i n !

コ リ ン ト ス 同 盟
ス パ ル タ を 除 く 全 て の ポ リ ス を 集 め 、 支 配 下 に

前 3 3 4 年
東 方 遠 征

ア レ ク サ ン ド ロ ス 大 王 （ フ ィ リ ッ ポ ス 2 世 の 子 ）

ペ ル シ ア を 討 つ
マ ケ ド ニ ア と ギ リ シ ア の 連 合 軍

ギ リ シ ア 諸 国 の 争 い に 度 々 干 渉 し て き た か ら .

前 3 3 3 年 イ ツ リ ス の 戦 い
ペ ル シ ア 王 ダ レ イ オ ス 3 世 を 破 る

エ ジ プ ト を 征 服  ア レ ク サ ン ド リ ア 建 設

ア ル ベ ラ の 戦 い
ペ ル シ ア を 減 り ま す 。

車 に 軍 を 進 め て イ ン ド 西 北 部 ま で の 大 帝 国 を 築 く .

前 3 3 1 年

前 3 2 3 年 ア レ ク サ ン ド ロ ス 大 王 急 死 大 き く
デ ィ ア ド コ イ （ 後 継 者 ） た ち が い 領 土 を 争 う 、  3 つ に 分 裂

1  デ ィ ア ド コ イ 戦 争 、

プ ト レ マ イ オ ス 朝 エ ジ プ ト
最 後 の 女 王ア ン テ ィ ゴ ノ ス 朝 マ ケ ド ニ ア  セ レ ウ コ ス 朝 シ リ ア

前 6 8 ロ ー マ が 滅 ぼ す  1  、  ク レ オ パ ト ラ
ガ ン ダ ー ラ 美 術 バ ク ト リ ア  パ ル テ ィ ア1

前 1 4 6 全 ギ リ シ ア が ロ ー マ の 属 州 に

大 王 の 東 方 遠 征 か ら プ ト レ マ イ オ ス 朝 エ ジ プ ト の 滅 亡 ま で の 約 3 0 0 年 間

文 化 明 る く 合 理 的 、 人 間 中 心 的 な 文 化 .
独 創 的 な 文 化 遺 産 → ヨ ー ロ ッ パ 近 代 文 明 の 模 範 .

宗 教 ・ ・ ・ 多 神 教  オ リ ン ポ ス に 神 ゼ ウ ス
神 々 は 人 間 と 同 じ 姿 や 感 情 を 持 っ .

文 学 哲 学 。 自 然 . . .  叙 事 詩 か ら ス タ ー ト
科 学

神 々 と 人 間 の 関 わ り を う た う 。  ホ メ ロ ス 、 ヘ シ オ ド ス
サ ッ フ ォ ー

← ポ リ ス の 精 神 風 エ = 対 等 な 議 論 .

前 に
イ オ ニ ア 自 然 哲 学 . . . 自 然 現 象 を 神 話 で は な く 合 理 的 根 拠 で

説 明 す る .

て 論 理 と 議 論 を 重 視 す る 気 風

タ レ で 万 物 の 根 源 は 水
ピ タ ゴ ラ ス

前 5 C 。 ア テ ネ が 文 化 の 中 心 に 、  言 論 の 自 由 を 保 障 し た か ら 、

祭 典 で 喜 劇 や 悲 劇 の コ ン テ ス ト を 開 催 。 鑑 賞 は 市 民 の 義 務

ア イ ス キ ュ ロ ス 、  り な ク レ ス 、 エ ウ リ ピ デ ス ・ ・ ・ 三 大 悲 劇 詩 人

ア リ ス に フ ァ ネ ス ・ ・ ・ 喜 劇 作 家

の  ソ フ ィ ス ト の 出 現
・ ・ ・ も の ご と が 真 理 か ど う か に 関 わ ら ず 相 手 を い か に 説 得 す る か を 教 え る 。

プ ロ タ ゴ ラ ス i 「 万 物 の 尺 度 は 人 間 」

ソ ク ラ テ ス ：  真 理 は 絶 対 . は ポ リ ス 市 民 と し て の 生 き 方 を 追 求
民 主 政 を 批 判 し て 処 刑 さ れ た 。

プ ラ ト ン ：  ソ ク ラ テ ス の 哲 学 を 受 け 継 ぐ 。
イ デ ア こ そ が 永 遠 不 変

理 想 国 家 論 . . . 選 ば れ た 少 数 の 有 徳 者 の み が
政 治 を 担 当 す べ き .

ア リ ス ト テ レ ス と プ ラ ト ン の 弟 子  を 学 の 祖
経 島 金 と 観 察 を 重 ん じ る

イ ス ラ ー ム 学 問 、 ス コ ラ 学 に 影 響

ヘ ロ ド ト ス
ト ゥ キ デ ィ デ ス

） 歴 史 記 述 の 祖  過 去 の 出 来 事 を 史 料 の 批 判 的 な
探 求 で 説 明

ヘ レ ニ ズ ム 文 化 コ イ ネ ー が 共 通 語 に
ム セ イ オ ン （ 王 立 研 究 所 ） @ エ ジ プ ト 、 ア レ ク サ ン ド リ ア 設 立

世 界 市 民 主 義 （ コ ス モ ポ リ タ ニ ズ ム ）
→ ポ リ ス 政 治 か ら の 逃 避 、 個 人 の 内 面 的 幸 福 の 追 求

エ ピ ク ロ ス 派 、
精 神 的 快 楽 を 求 め る  ス ト ア 派 b y か に

禁 欲 を 重 視

エ ウ ク レ イ デ ス ： ユ ー ク リ ッ ド 幾 何 学

ア ル キ メ デ ス  i 数 学 ・ 物 理 学 の 諸 原 理 を 発 見

建 築 ・ 美 術

ド ー リ ア 式 ・ ・ ・  パ ル テ ノ ン 神 殿

イ オ ニ ア 式

コ リ ン ト 式

フ ェ イ デ ィ ア ス の ア テ ナ 女 神 像

ヘ レ ニ ズ ム 文 化 ・ ・ ・ 三 日 の ヴ ィ ー ナ ス
ラ オ コ ー ン

業

小

大

青 銅 器 文 明

絵 文 字
線 文 字 B

.

線 文 字 A

前  1 4 0 0 年

ギ リ シ ア 系 民 族 侵 入
減 と

木 の 切 り 過 ぎ で 減 と ？

- ア カ イ ア 人  小 ア ジ ア
ト ロ イ ア 文 明

前 1 2 5 0 年
減 を

木 は 饠 、 体 制

文 字 の 5 2 録 が な い .

古 典 艱 シ ア 時 代

隣 保 同 盟

広 島 ぐ ら い

マ ッ サ リ ア

部 ポ リ ス
シ ラ ク サ

ビ ザ 法 た

貴 族 が 勝 手 に 裁 判 で き な く な る 。

前 を は じ め

前 4 9 2 第 1 回  ペ ル シ ア 軍 嵐 で 来 ら れ ず

マ ラ ト ン の 戦 い  ペ ル シ ア 軍 を 打 ち 破 る

テ ル モ ピ し - の 戦 い 、  ス パ ル タ 兵 食 威

テ ミ ス ト ク レ ス の 指 導 で 海 軍 を 拡 充

b y ア テ ネ 市 民前 4 9 0 年

前 4 8 0
っ

ペ ル シ ア 軍

ギ リ シ ア 軍

i 専 制 政 治 下 の 奴 隷 兵 、 雇 い 兵 か ら な る .
→ 形 勢 が 不 利 に な れ ば 逃 げ る

： 自 由 な 市 民 か ら な る .
→ 形 勢 が 不 利 に な っ て も 戦 う .

し た

疫 病 で 人 口 の 3 分 1 死 ぬ
衆 愚 政

商 業 隆 盛 で 貨 幣 経 済 へ ス 貧 離

広 が る

ヘ レ ニ ズ ム 時 代

ヘ ラ ク レ イ ト ス

デ モ ク リ ト ス 原 子 論

ヒ ッ ポ ク ラ ラ ス 医 学 の 父「 万 物 は 流 転 す る 」
宇 宙 の 根 源 は 火

ポ リ で オ ス  政 体 循 環 史 観

東 西 文 化 の 融 合
・ 2 0 ほ ど の ア レ ク サ ン ド リ ア 市 .

「 オ リ エ ン ト 風 の 儀 礼 、 制 度

「 集 団 結 婚 . 混 血 政 策
ヘ レ ニ ズ ム 諸 国

（ 前 3 0 年 ）

> ヘ レ ニ ズ ム 時 代 .

ギ リ シ ア 風 都 市 が オ リ エ ン ト や そ の 周 辺 に も 建 設 さ れ る

エ ジ プ ト ・ ア レ ク サ ン ド リ ア 経 済 ・ 文 化 の 中 心 都 市

政 治 的 独 立 は 弱 ま っ た が 、 都 市 を 基 盤 と す る 生 活 は 生 き 続 け る 、

エ ラ ト ス テ ネ ス ： 地 球 の 直 径 を 計 算

ア リ ス タ ル コ ス ： 太 陽 中 心 説

M u s e u m


